星降る夜
　
　
龍之介＃３２
　
　
　電話で聞く弘司の声は、すぐにでも「もう喋るな！」と言ってしまいそうなほど酷い風邪声だった。
「す、すまん………」
　季節は初夏。七月に入っての初めての日曜日。天文部は月に一度の定期観測会を開く予定なっていた。今はその当日の夕方五時。突然の電話は、去年に引き続いて今年も部長を務め、相変わらず部内唯一の天文知識人、広瀬弘司が来れないことを告げていた。
「せっかくの観測会だから、頑張って治そうと努力はしたんだけど……」
「分かった分かった。もう無理して喋るな。ゆっくり寝て、また明日か明後日にでも会おうや。観測会は俺と美琴で何とかするから」
「ホントにすまん」
「いいって」
　本当に申し訳なさそうな弘司を何とかなだめて電話を切る。そしてすぐ美琴に電話。弘司が来れないこと、それでも学校に申請を出していることもあり、二人だけでも観測会を開くことを告げる。
「そっかあ……残念だね。……うん、結先生には私から電話するから、直樹は家出ちゃって。そろそろ時間でしょ」
　顧問への連絡を任せて、促されるままに家を出る。風邪を引いて残念そうな、さらに申し訳なそうにしていた弘司には悪いが、恋人の美琴と二人というのがちょっと嬉しかった。
　
　
　
「やっほ」
「おう、お待たせ」
　校門で美琴と落ち合い、二人で職員室にいる結先生の下へ。
　先生は弘司の病状をひとしきり聞いた後で、今日の観測会に話を移す。
「それで、どうしますか？　特に流星群といったイベントがない日ですので、広瀬君がいないと私も何を見るつもりだったのか分からないのですが……」
「はい、定期観測会ですんで、これと言った目的もなく、今見えている星で面白いものがあったらそれを……って方針だったはずですよ」
「ええ、私もそう聞いてます」
　俺の言葉に、横にいる美琴も頷く。
「そうですか……それでは広瀬君がいないとやっぱりどうしようもないですねぇ…」
　少しの間思案に暮れる三人。その沈黙を破ったのは結先生だった。
「じゃあ今日は趣向を変えて、星座の観測会にしましょう。私も星座にまつわる神話には少し詳しいですし、日本の古典で星がどのように語られているか、そういうことも含めて話をしながら……という感じで、どうでしょう？」
「さんせ～いっ！」
　神話好きな美琴が間髪を入れずに手を挙げる。相変わらずのハイテンションだ。
「そうですね、弘司のいない現状ではそれが一番いいかと」
　俺も了承する。
「それでは、屋上に向かいましょうか」
　結先生がぴょこんと椅子から降りる。小さな歩幅で歩き出す後ろを、俺と美琴はゆっくりとついていった。
　
　
　屋上の扉を開けると、生温かい風がゆっくりと顔を撫でた。でも、開けた視界と開放感がそれを打ち消してくれる。
「う～んっ」
　大きく伸びをする美琴。そのまま走り出すのではないかというほど顔がほころんでいる。いつもと大して変わらないが、二割増しで普段より元気なのは気のせいだろうか。
「直樹～、あれだよね、金星」
　まだ薄く昼の残り香の漂う空。美琴はその中に浮かぶ一つの光点を指さす。
「ん？……おお、たぶんそれだろう」
　弘司から教わった僅かばかりの天文頭脳をフル稼働させて、それが『宵の明星』だと導き出す。
「う～ん、まだ少し明るいですねえ。暗くなるのを待ちながら、ちょっと何か食べておきましょうか」
　美琴のテンションに面食らいながらも冷静に空を見上げていた結先生がそう提案する。時刻は七時少し前。そろそろ腹も減ってくる時間。反対意見など出ようはずもなかった。
　
　日曜日ということもあって、夕食を取る僅かの寮生がいるだけで、いつもより静かなカフェテリア。それでもいつもの天文席に座ってしまう。
　それから三人で軽い夕飯をつまみながら、今日の大まかな予定を確認する。
「取り敢えず、暗くならないことには始まらないので、それを待って……大体八時頃に観測会に入りましょう。神話や古典の資料は私が図書室から持って行きます。で、物語の説明や実際の星空を眺めながら進めて……申請通り十時には学校を出られるように、九時半頃に観測会を終了、という流れですね」
「了解ですっ！」
　自分の言葉に自身が引っ張られて敬礼までしてしまっている美琴。この元気はいったいどこから出てくるのか不思議なほどだ。
「ふふっ」
　結先生もおかしいのか、今日はよく笑う。なんだかそれ以外の意味も含んでいそうなのが気にはなるが。
　
「さて、時間もいいようですし、行きましょうか」
　時計を見ると七時五十分。窓の外もすっかり暗くなっている。いそいそと席を立ち屋上へ。はやる気持ちを抑えられないのか、今度は美琴が先頭。結先生は途中から小走りになってしまうほどの速さだった。
　屋上に吹く風は夜の涼しさをまとっていた。まだ気温が高い空気の間を縫って吹いてくるととても心地いい。空は雲も少なく、絶好の観測会日和だ。
「それでは、先生は資料や観測会用の道具を持ってきますね」
　空を一瞥して星が綺麗に見えることを確認すると、結先生はそう言って校舎に戻っていく。
「あ、俺も行きます。先生だけじゃ大変でしょ」
「大丈夫ですよ。資料も軽いものばかりなると思いますし、道具といっても双眼鏡だけですから、首に下げて持ってきます」
「いえ、でも………」
「本当に大丈夫ですから。その気持ちだけで十分です」
「分かりました。何かあったら呼んでくださいよ」
　そう言うと、結先生は手を振って階段を下りていく。相変わらず頑張るなあ、そう思いながら、美琴の方に戻っていく。見ると、夜目にも分かる白いリボンで結わえられたポニーテールが空を見上げていた。
「綺麗だね……」
　さっきまでのハイテンションがだいぶ落ち着いてきている。ささやくように、そっとそう口にする。
「ああ……」
　つられて空を見上げる。星、星、星。降るような、とはありきたりの表現だが、それ故に的確だ。実際に落ちてくることなどないのに、それこそ天文学的な距離の開きがあるのに、今にもシャワーのように降り注いでくる気がする。
　美琴は星空を見上げながら柵の方に歩いていき、柵に肘を乗せると、遠く、地平に近い空を眺め始めた。
「私ね、こうして星空を眺めてると、自分が百年後から来たってこと、忘れられるんだ。ほら、街並みは全然違うけど、星空って、ずっと変わらないから……」
　その背中が急に愛おしくなったのか、それとも降ってきた星に背中を押されたのか、俺は背後から美琴を抱きしめた。
「ひゃあっ！」
　飛び上がりそうになる美琴をきつく抱くことで押さえつける。身体のやわらかさ、体温、襟足から立つほのかな香り。様々な美琴が身体一杯に溢れてくる。
「な、直樹ぃ……だめだよ、こんなところで」
　抵抗を見せる美琴。それが本気でないことは力の入り具合で分かる。ここが学校の屋上で、もう少ししたら結先生が帰ってくるかも知れない。そのことに対して理性がブレーキをかけているだけだ。
「百年なんて、大したことない」
「え？」
「あの星、何千光年と離れてるんだぜ。例えば、今ちょうどあの星が消えたとしても、地球でそれが分かるのは数千年後なんだ。今見えてるのは何千年も前の光。な、百年なんて、たかが知れてるさ」
「……うんっ！」
　ごくまれに弱気になる美琴。それをどうやって元気づけるか、最近、ちょっとした楽しみになってきている。今日は結構バッチリいったようだ。
　気を良くした俺は、うなじに鼻を埋める。
「いい匂い」
「ひゃっ……だめ……結先生、すぐ来ちゃうよ」
　くすぐったそうにしながらも、反抗の声が少し艶を帯びてきている。
「じゃ、来るまで……」
　耳元でささやいて、息を吹きかける。
「やっ……」
　それでも腕を解こうとしていた力がそれで一瞬抜ける。すかさず美琴の顔を覗き込むように、唇を重ねる。
「ん……はぁ……直樹、ずるい」
「何が？」
　美琴の感触を腕と身体で味わいながら、そう返す。
「全部いきなりぃ……主導権握られちゃうし、心の準備も出来ないし……」
「はははっ、何事も先手必勝！」
　言うが否や腰に回していた右手を素早く上に滑らせ、制服の上から膨らみをやんわりと揉み始める。
「な、直樹っ！　そこはっ………」
　急激に耳まで赤くなる美琴。俺の方も理性という名の防波堤の決壊信号が点滅を始める。制服の裾からその中に手を突っ込もうか、そんな不埒なことを考えた、
　その時。
　ガチャ。
「っ！」
「わ、わわわわっ！」
　ドアを開ける音がして、俺は思わずバンザイの格好。いきなり枷が外れた美琴は少しバランスを崩す。
　やがてトコトコと歩いてくる結先生。
「結先生、待ってましたよ～」
　駆け寄っていく美琴に『嘘つけ』と思いながらも、ちょっと焦りが見え隠れするその声にさっきのことがバレやしないかと冷や冷やしたりもする。
「では、始めましょうか」
　そんなこんなで、観測会が始まった。
　中途半端に火照った身体は、少しの風程度ではなかなか冷めなかった。
　
　
　結先生主導の観測会は珍しく、中々新鮮だった。ギリシャ神話に基づく星座の話は幾つか知ってはいたが、日本の古典に登場する星の話は全くの初耳で、説明もさすがは本職の先生と頷けるほどに詳しく、分かりやすかった。
　今度弘司にも教えようと、メモを取る俺に結先生が目を丸くして感心したり、そろそろ考えなくてはいけない蓮美祭の展示について、真っ当な意見を言う美琴を結先生が褒めちぎったり。
　ちょっと失礼な感じはしたが、それでも褒められるのは嬉しいく、俺も美琴も上機嫌でよく話し、よく笑った。
　
　楽しい時間はあっという間に過ぎ去り、時刻は既に九時半。そろそろ撤収の時間だ。
「おー、やってるやってる」
　と、いきなりの珍客乱入。
「に、仁科先生っ！」
　聞いてなかったのか、結先生もびっくりしている。
「あははっ、おどかしてごめん。今日見回り当番の日なのよ。でも暇だしぃ、で、屋上見てみたらなんだか楽しそうじゃない？……それでちょっと寄ってみたってわけ」
　結先生は恭子先生に聞こえるかどうか微妙な溜め息を吐いて、
「もう、終わりですよ」
　と、一言。
「分かってるわよ、申請書類、読んだんだから。帰りに保健室寄って、コーヒーでもどう？　そのお誘いよ」
「ありがとうございますっ！」
　真っ先に返事をしたのは美琴。俺も結先生も嬉しいお誘いに二つ返事で応える。
「じゃ、帰る準備が出来たらいらっしゃいな。保健室で待ってるわ」
「は～い」
　三人の声が重なり、すぐに準備へと入っていった。
　
　
　
　保健室に漂うコーヒーのいい香り。
「さ、どうぞ。お熱いお二人さんに、あっつあつのコーヒーでぇす」
　妙に芝居がかった口調で恭子先生が俺と美琴の前にカップを置く。瞬間、いや～な感覚に襲われる。
（恭子先生は今日見回り……さっき、屋上見たって言ってた……屋上の端っこは廊下から丸見え……もしかして……）
　恐る恐るその人に顔を向けると、不思議そうな結先生の横で呑気にコーヒーをすすっている。ふと横に目を向けると、美琴も俺と同じ行動を取っていた。
　そんな俺達を見ていた結先生。さすがに頭がいい。何かを察したのか、目が詰問状態に切り替わる。
「久住君！、天ヶ崎さん！」
「ご、ごめんなさいっ！」
　二人同時に頭を下げる。どこまで想像したかは知らないが、ここは謝るに限る。
「若いっていいわねぇ」
　白衣を着た仕掛け人は煎餅をかじりながら変わらず呑気な表情だ。
「ふぅ……別にいいんですけどね。でも、久住君！……何事も、行き過ぎは良くないですよっ！」
「はい……」
　って、何で怒られるのは俺だけなんだろう。
　窓の外を見ても、満天の星空は何も答えてはくれなかった。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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